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1 デジタル地図経路作成システムについて 

1-1 本マニュアルの位置づけ 

 

本マニュアルは、デジタル地図の改修に伴い、オンライン申請支援システム操作マ

ニュアルの「3.4 経路入力（デジタル地図による経路入力）」の更新版として作成し

たものです。 

平成 25 年 3 月以降、デジタル道路地図で経路入力を行い、通行経路表及び通行経路図

を作成する方は、本マニュアルをご覧ください。 

 

オンライン申請支援システム操作マニュアルの目次構成 

1. はじめに 

2. 申請支援システムの概要 

3. 申請データ作成（申請書入力） 

3.1 申請書情報入力 

3.2 積載貨物情報入力 

3.3 車両情報入力 

3.4 経路入力（デジタル地図による経路入力） 

⇒デジタル地図経路作成システム 操作マニュアル 

3.5 経路情報入力（交差点番号） 

3.6 申請データ作成（FD 読み込み） 

4. 申請書作成の予約. 

5. 申請書作成状況一覧 

6. 経路図作成状況一覧 

7. 担当者変更 

8. 個別協議状況一覧 

9. 許可番号つき経路図の印刷 

10. 各種帳票 

11. 申請データの算定 

12. ログインパスワードについて 
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1-2 デジタル地図経路作成システムとは 

 

デジタル地図経路作成システム（以下「本システム」といいます）では、通行経路表・

通行経路図を作成するために、デジタル地図を用いた経路入力機能を提供していま

す。 

ここでは、経路入力機能の説明と実際の入力手順について解説します。 

 

画面の流れは、新規申請時の流れです。 

経路入力のフローを以下に示します。 

 

 

 

申請・各種情報入力選択 

 

経路一覧表画面 

出発地／目的地の設定 

地図画面表示 

経路指定条件の設定 

「経路情報入力」を選択 

存在しない 

存在する 

「次経路入力」を選択 

※以降の操作については、「2-4 基本的な画面操作について」を参照願います 

入力済みの経路が存在 
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1-3 マニュアルの記載方法 

1-3-1 掲載図の説明方法 

 

1） 掲載図の説明 

本マニュアルでは、システム画面の説明箇所を強調する為に、赤枠（実線、点線）、

赤矢印を使用しています。 

実際に本システムを使用した際には、これらの赤枠、矢印は表示されませんのでご注

意ください。 

 

 

 

 

※本マニュアルにおける掲載画面は、Internet Explorer 9 のものです。（ただし、現

在の推奨ブラウザは Internet Explorer 11 となっておりますので、ご注意下さい。）

なお、その他のブラウザを利用する場合は、画面内容が異なりますので、御留意

ください。 

 

 

ボタンの説明、等 

範囲指定、等 

表示機能説明、

等 
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1-3-2 用語の解説 

本マニュアルにおいて使用する用語の解説を以下に示します。 

 

 

 用語 解説 

背景地図に関する用語 

 特車背景地図 道路情報便覧の情報を基に作成した地図。 

 Google マップ* Google Inc.がインターネットにて公開している地図。 

経路作成に関する用語 

 

収録交差点 

通行経路の交差点として選択できる交差点のひとつで、 

道路情報便覧に、折進情報が掲載されている交差点。 

（便覧表示から、地図上の収録交差点 を選択すると 

交差点情報、交差点詳細情報が確認できます） 

 

未収録交差点 

通行経路の交差点として選択できる交差点のひとつで、 

道路情報便覧に、折進情報が掲載されていない交差点。 

（便覧表示から、地図上の未収録交差点 を選択すると 
交差点情報が確認できます） 

 

収録道路 
各収録交差点間の道路区間において、道路情報（路線情報、

障害箇所情報）がある道路。 

 
未収録道路 道路情報（路線情報、障害箇所情報）がない道路。 

 
重さ指定道路 総重量の一般的制限値を最大 25 トンとする道路のこと。 

 
高さ指定道路 高さの一般的制限値を 4.1 メートルとする道路のこと。 
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2 システムの利用方法について 

2-1 本システム利用の推奨環境 

 

本システムをご利用になるための推奨環境は以下のとおりです。 

本システムはインターネットを利用して地図を読み込み、通行経路を作成します。こ

のため、本システムご利用に際しては、地図の表示をするのに十分なパソコンの処理

能力と十分な通信速度が必要となります。 

パソコンに必要な処理能力は、ご利用のＯＳにより異なります。各ＯＳにおける推奨

環境を以下に示します。推奨環境に満たない場合は、地図の表示や検索結果の表示が

極端に遅くなる可能性がありますのでご注意ください。 

 

 

 

 

また、デジタル地図上での経路作成機能を快適にご利用いただくためには、通信速

度 3.0Mbps（実効）以上の通信回線をご用意ください。（3.0Mbps 未満の場合、地図

の描画に時間がかかる場合があります。） 
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2-2 システム利用上の注意点 

 

2-2-1 道路情報便覧年次更新後のインターネット一時ファイル消去のお願い 

 

毎年、特殊車両における道路情報便覧データの更新を実施しています。 

それに伴いデジタル道路地図で利用する地図データも更新しますが、データ更新作

業前に読み込んだ地図データの一時ファイルが Internet Explorer* に残ってしまい、新

年度版の地図が表示されない場合があります。 

このため、道路情報便覧データ更新作業後に初めてデジタル道路地図をご利用され

る際には、まず下記手順で Internet Explorer* のインターネット一時ファイルを消去し

てください。 

 

 

＜インターネット一時ファイルの削除方法＞ 

 

①メニューバーのツールボタンから「インターネットオプション」を選択します。 

 

ツールボタン 

インターネットオプション 
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②「インターネットオプション」画面より、「全般」タブを選択し、「閲覧の履歴」

より削除ボタンを選択します。 

 

 

③「閲覧の履歴の削除」画面より「インターネット一時ファイル」を選択し（レ） 

削除ボタンを選択します。 

 

 

 

「全般」タグを選択 

削除ボタンをクリック 

「インターネット 

一時ファイル」を選択 

削除ボタンを 

クリック 
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2-2-2 ブラウザ機能における「戻る」「進む」「閉じる」ボタンの利用禁止 

 

デジタル地図上での経路作成機能のご利用にあたり、作成した経路が警告メッセ

ージ等なく消去される場合がありますので、ブラウザの「戻る」・「進む」ボタン

や「閉じる」ボタンをクリックしないでください。 
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2-3 デジタル地図経路作成システムの利用方法 

 

ここでは、本システムの操作方法について説明します。 

 

2-3-1 申請・各種情報入力選択画面からの操作方法 

 

 

上記画面で、‘デジタル地図’を選択して、経路情報入力ボタンをクリックします。 

但し、「経路情報入力」を行なうには、下記入力が完了していることが前提です。 

 ・申請書情報入力 

 ・積載物情報入力 

 ・車両情報入力 

 

経路情報入力ボタンをクリックして表示される画面は、条件により下記２通り（初め

て経路を作成する場合、入力済みの経路がある場合）の表示内容となります。 

9999999999 

「デジタル地図」を選択。 

経路情報入力ボタンをクリック。 
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1） 初めて経路を作成する場合 

 「通行条件設定」画面が直接表示されます。 

「出発地・目的地」、「通行条件設定」を入力します。 

 

 

 

 

 

 

詳細説明は、「3-1 新しい経路の作成手順」にて説明します。 

 

≪留意点≫ 

● 出発地・目的地の位置を特定する情報の入力が必要です。番地・建物(施設)

名称、工事現場名称等を入力してください。 

● 中央分離帯が含まれた経路を往復申請する場合、システム上の表示に関わ

らず、実際に通行可能であることを確認してください。 

 

申請書の通行経路表に記載する出発地・目的地になりますの

で、都道府県名から地名・地番まで正確に入力してください。    

※出発地・目的地の位置を特定できる情報（番地、建物（施設）

名称、工事現場名称等）を入力してください。 
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2） 入力済みの経路がある場合 

「経路一覧」画面が表示されます。 

各々のボタン操作（下記表を参照）により、当該処理を行います。 

 

 

 

NO ボタン名称 機能概要 

① 次経路入力 
新しく経路を入力する 

（「通行条件設定」画面が表示される） 

② 経路コピー 

コピーしたい経路の「選択区分」にレを入れて、経路コピーボタン

をクリックすると、コピーした経路が最終行に追加される 

（操作方法は、＜経路コピー＞をご参照ください） 

③ 住所修正 

住所修正したい経路の「選択区分」にレを入れて、住所修正ボタン

をクリックすると、「出発地住所・目的地住所変更」画面が表示さ

れる（操作方法は、＜住所修正＞をご参照ください） 

④ 経路変更 

経路変更したい経路の「選択区分」にレを入れて、経路変更ボタン

をクリックすると、「通行条件設定」画面が表示される 

通行条件設定後、経路作成画面が表示される 

⑤ 経路削除 
削除したい経路の「選択区分」にレを入れて、経路削除ボタンをク

リックすると、当該経路が削除される 

⑥ 経路図作成予約 経路図の作成（PDF ファイル）を予約する 

⑦ 登録 現状の経路情報を登録する 

⑧ 前画面へ戻る 
「申請・各種情報入力選択」へ戻る 

（デジタル地図を表示した後は表示されません。） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
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なお、②、③、⑤、⑦のボタンをクリックした時は、下記のような確認のポップア

ップ画面が表示されます。処理を続行するには、ＯＫボタンをクリックしてください。 

NO 処理名 確認画面 

② 経路コピー 

 

③ 住所修正 

 

⑤ 経路削除 

 

⑦ 登録 

 

 

また、②、③、④、⑤のボタンを「選択区分」にレを入れないでクリックすると、下記のよ

うなポップアップ画面が表示されます。ＯＫボタンをクリックして、「選択区分」を設定して

ください。 

NO 処理名 確認画面 

② 経路コピー 

 

③ 住所修正 

 

④ 経路変更 

 

⑤ 経路削除 
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＜経路コピー＞ 

①コピーしたい経路の「選択区分」にレを入れて、経路コピーボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

②コピーされた経路が、一覧の最後の行に追加されます。 

 

 

経路コピーボタン 

コピーしたい経路に対して、レ 

追加された行 
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＜住所修正＞ 

①住所修正したい経路の「選択区分」にレを入れて、住所修正ボタンをクリックします。 

 

 

②「出発地住所・目的地住所変更」画面が表示されます。 

 

住所修正ボタン 住所修正したい経路に対して、レ 
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③修正したい住所を修正し、登録ボタンをクリックします。 

 登録確認のポップアップ画面が表示されるので、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

④「経路一覧」画面に戻って、修正内容が反映されます。 

 

「９９９→１１１１」に変更 
登録ボタン 

反映結果 
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2-4 基本的な画面操作について 

 

ここでは、本システム全般における基本的な画面操作方法について説明します。 

 

2-4-1 画面の項目説明 

 

 

＜画面上のボタン、等の機能＞ 

No 項目名 機能概要 参照 

① 通行条件設定 出発地、目的地、通行条件の確認／変更 2-4-6 

② 経路読込 経路情報ファイル（dfz）の読込 2-4-12 

③ 経路一時保存 作成途中の経路情報ファイル（dfz）を一時保存 2-4-11 

④ 経路自動探索 出発地・目的地間の経路を探索 5. 

⑤ 便覧表示 道路情報便覧の表示（別ウィンドウ） 2-4-10 

⑥ 経路登録 確定した経路を登録する 2-4-13 

⑦ 経路順路 
出発地から目的地までの交差点番号と、路線番号

を表示 
2-4-7 

⑧ 検索 「住所」「交差点番号」を指定し、地図を表示 2-4-4 4) 

⑨ 凡例 凡例を表示 2-4-9 

① 通行条件設定 ② 経路読込 ③ 経路一時保存 

④ 経路自動探索 ④ 便覧表示 ⑥ 経路登録 

⑦ 経路順路     

 

⑧ 検索 ⑨ 凡例 ⑩ 画面 PDF 

⑪ ガイドライン ⑫ 矩形拡大 ⑯ 一覧に戻る 

    ⑬ 地図表示情報 

    ⑭ スライダー 

 
⑮ 索引図表示・選択 
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⑩ 画面 PDF 表示地図画面を PDF ファイルとして出力 8. 

⑪ ガイドライン 現在の処理状況を表示 2-4-8 

⑫ 矩形拡大 矩形（四角形）を指定し、その箇所を拡大表示 2-4-5 3) 

⑬ 地図表示情報 

背景地図の切替え 

交差点名称、路線番号・名称の表示の ON/OFF 

指定道路の表示の ON/OFF 

2-4-2 

2-4-3 

⑭ スライダー 表示地図の縮尺を変更 2-4-5 2) 

⑮ 索引図表示・選択 
索引図の表示・非表示 

マウスによる索引図内の表示地指定 
2-4-4 1) 

⑯ 一覧に戻る 「経路一覧」画面に戻る － 

 

＜マウスを使用する機能＞ 

No 項目名 機能概要 参照 

－ 
マウスによる 

画面操作１ 
マウスによる地図移動 2-4-4 2) 

－ 
マウスによる 

画面操作２ 
マウスによる地図中央移動 2-4-4 3) 

－ 
マウスホイールによる 

画面操作 
マウスホイールによる画面の拡大・縮小 2-4-5 1) 
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2-4-2 背景地図の切替 

ユーザの操作により、地図に表示する背景図を、特車背景地図、Google マップ* 背

景図に切り替えができます。 

切替え方法は、地図表示情報ボタンの横の＋をクリックし、選択内容を表示させ、

使用したい背景図のチェックボックスをクリックします。 

（表示を閉じる時は、－をクリックします。） 

 

※Google マップ* 背景図は、現在試験運用中です。システム上の理由等により一時的

に利用を中止させていただく場合がありますので、ご了承ください。また、その場

合は、特車背景地図をご利用ください。 

 

＜特車背景地図の表示例＞ 
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＜Google マップ* 背景図の表示例＞ 
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2-4-3 交差点名称、路線番号・名称、指定道路、大型車誘導区間の表示 

「地図表示情報」選択画面にて、地図上での交差点名称と路線番号・名称が表示選択

できます。以下に、特車背景地図上に付加した状態での表示例を示します。 

表示方法としては、以下の４パターンが選択できます。 

また、指定道路（重さ指定道路、高さ指定道路等）、大型車誘導区間の表示例もこの

後に示します。 

 

パターン 交差点名称 路線番号・名称 

１ 交差点名称 OFF  路線番号・名称 OFF 

２ 交差点名称 ON   路線番号・名称 OFF 

３ 交差点名称 OFF 路線番号・名称 ON 

４ 交差点名称 ON  路線番号・名称 ON 

 

＜パターン１ 「交差点名称 OFF」「路線番号・名称 OFF」＞  
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＜パターン２ 「交差点名称 ON」「路線番号・名称 OFF」＞ 

 

 
 

＜パターン３ 「交差点名称 OFF」「路線番号・名称 ON」＞ 
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＜パターン４ 「交差点名称 ON」「路線番号・名称 ON」＞ 
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＜指定道路ＯＮ＞ 

「地図表示情報」画面の「指定道路」を選択することにより、指定道路の地図上の分

布が示されるので、通行経路を作成する際の情報として、有効です。 

なお、指定道路として、「重さ指定道路」、「高さ指定道路」、「重さ指定道路・高

さ指定道路」の３パターンがあります。 

 
 

 

 指定道路を示す色は、下記３パターンとなっています。 
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＜大型車誘導区間ＯＮ＞ 

地図表示情報」画面の「大型車誘導区間」を選択することにより、大型車誘導区間の分

布が地図上に赤色の線で表示されるので、通行経路を作成する際の情報として、有効

です。 
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＜特車許可不要区間ＯＮ＞ 

「地図表示情報」画面の「特車許可不要区間」のチェックボックスを選択することによ

り、特車許可不要区間の対象路線が地図レイヤ上に、深緑色の線で表示されます。 

チェックボックスのＯＮ／ＯＦＦで表示の切り替えが可能です。 

 

 

 

※注意点※ 

令和元年７月３１日より開始された特殊車両通行許可不要制度において、特車許可

不要区間を適用することが可能な車両は、一定の要件を満たす国際海上コンテナ車

（40ft背高）に限られます。 

 

 

なお、地図上の道路ネットワークの分布は、以下の表示順で上位に表示されます。 

 

表示順 区間 表示色 

1 大型車誘導区間  

2 重さ指定道路・高さ指定道路  

3 重さ指定道路  

4 高さ指定道路  

5 特車許可不要区間  
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2-4-4 地図の移動 

地図上の移動方法として、以下の４通りの方法があります。 

No 方法 説明 

1) 索引図を用いた地図移動 索引図内の表示地指定移動 

2) マウスによる地図移動 マウスドラッグによる画面内地図移動 

3) マウスによる地図中央移動 マウスダブルクリックによる画面内地図中央移動 

4) 検索による地図移動 
検索欄に検索項目を設定して、地図表示情報ボタン

をクリックして、地図移動 

 

1） 索引図を用いた地図移動 

画面右下にある索引図（日本地図）を用いて、表示させる地図を移動できます。 

索引図内で自分の表示したい場所でマウスをダブルクリックしてください。 

 

＜北海道に移動したい場合＞ （現在表示されている地図は東京駅近辺） 

①索引図にて表示したい北海道の場所にポインタをあわせ、マウスをダブルクリック

します。 

 

 

索引図 
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②背景地図として北海道方面の地図が表示されます。 

 （この時の地図の縮尺は、①の時と同じです） 

 

 

＜索引図画面の非表示＞ 

索引図画面を使用しない場合には、画面を非表示にすることができます。 

索引図右下の矢印をクリックし、索引図を非表示にしてください。

 
【索引図表示時】 【索引図非表示時】

＜索引図＞

ー ＋

矢印ボタンをクリック

状態によりボタンの

イメージが変わる

 

 

 

2） マウスドラッグによる地図の移動 

マウスドラッグの操作により、地図を掴むようにして地図に表示している地域を移

動することができます。（前後、左右、いずれも移動可能） 

矢印をマウスで左クリック 
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＜例：練馬区から西東京市へマウスドラッグによる移動＞ 

 

 

   

                                       

                 

 

 

 

 

①西東京市の選択箇所（●）で、 

マウスの左をクリック 

②ドラッグして地図の中央（●）まで

移動して放す 

②西東京市が地図の中央に移動 

（赤点線） 
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3） マウスのダブルクリックによる指定地の中央移動 

マウスの左をダブルクリックすることにより、クリックした地点を地図上の中央に

表示させることができます。 

 

＜例：西東京市を地図の中央に移動＞ 

 

 

   

                                     

                

 

①西東京市の指定箇所（●）で、  

マウスの左をダブルクリック 

②西東京市が地図の中央に移動 

（赤点線） 
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4） 検索による地図移動 

「検索」機能を用いて、住所又は、交差点番号を検索条件として、地図を表示すること

ができます。 

 

＜住所検索による地図表示＞ 

検索方法は、下記操作になります。 

①一番左のチェックボックスから、「住所」を選択します。 

②真ん中のボックスに、住所を入力します。 

 ③検索ボタンをクリックします。 

 

※住所検索で入力する住所について 

住所検索による地図移動を行う際に、入力する住所は以下の点に注意してください 

 

１．都道府県名－市町村名－地名の順に入力してください 

 （市町村名のみや地名のみを入力した場合、名称が重複する地点に移動することが

あります。 

例えば、「中央区」のみを検索した場合、「北海道札幌市中央区」が検索されて

しまいますので、「東京都中央区」「大阪府大阪市中央区」「埼玉県さいたま市

中央区」「北海道札幌市中央区」と正しく検索ワードを入力ください。） 

２．入力する住所の途中にスペースをいれないでください 

３．丁目以降の地番は入力しないでください（検索されません） 
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＜住所検索の入力例＞ 

 
＜住所検索の結果＞ 
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＜交差点番号による地図移動＞ 

検索方法は、下記操作になります。 

①一番左のチェックボックスから、「交差点番号」を選択します。 

②真ん中のボックスに、交差点番号（数字１０桁；例えば「5339440856」）を入力し

ます。 

 ③検索ボタンをクリックします。 

 

交差点番号は、１０桁すべてを入力しないとエラーになります。 

 

＜交差点番号検索の入力例＞ 

 

＜交差点番号検索の結果＞ 
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2-4-5 地図の縮尺変更 

地図の縮尺表示の変更方法として、以下の３通りの方法があります。 

No 方法 説明 

1) 
マウスホイール操作による

縮尺変更 
マウスホイールを前後に動かして地図を拡大・縮小 

2) スライダーによる縮尺変更 スライダー操作（ 、 ）による地図の拡大・縮小 

3) 矩形指定による地図の拡大 矩形（四角形）指定による切出し範囲の拡大 

 

 

 

1） マウスホイール操作による地図縮尺の変更 

マウスホイールでの拡大縮小はマウスの機能であるマウスホイールを用いて行いま

す。マウスホイールを前後に回すことにより、地図の拡大・縮小ができます。 

この時、スライダー及び表示縮尺も連動して変わります。 

 

＜マウスホイール操作による地図の拡大・縮小の操作前地図＞ 
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＜ホイール操作による地図の拡大結果＞ 

ホイールを前に回しています。 

 

 

 

＜ホイール操作による地図の縮小結果＞ 

ホイールを後ろに回しています。 
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2） スライダー操作による地図縮尺の変更 

スライダーの「 」（拡大）、「 」（縮小）をクリックして、地図の拡大・縮小

ができます。 

この時、表示縮尺も連動して変わります。 

 

＜スライダー操作による地図の拡大・縮小の操作前地図＞ 
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＜スライダー操作による地図の拡大結果＞ 

スライダーの「 」を 1回クリックします。 

  

 

＜スライダー操作による地図の縮小結果＞ 

スライダーの「 」を１回クリックします。 
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3） 「矩形拡大」による地図縮尺の変更 

矩形拡大ボタンをクリック後、選択範囲を指定すると、選択範囲が画面全体に拡大

されます。 

 

＜「矩形拡大」による地図の操作前地図＞ 

矩形拡大ボタンをクリック後、範囲指定（黒点線枠）をマウスで指定します。 

 

＜「矩形拡大」操作後の拡大地図結果＞ 

「矩形拡大」操作にて指定した範囲が拡大表示されます。 
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2-4-6 通行条件設定 

 通行条件設定ボタンをクリックして、現在の出発地・目的地、通行条件設定の確認

及び、設定内容の変更ができます。 

 

 

 

 

通行条件設定における詳細な内容は、「3-1新しい経路の作成手順」にて説明します。 

スライダー操作で OK・ キャンセルボタンが表示されます。 
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2-4-7 経路順路表示 

経路順路ボタンをクリックすると、出発地から目的地までの交差点番号と路線名称

が表示されます。また、表示されている交差点番号をクリックすると、当該交差点番

号の位置が地図の中央に表示されます。 

経路順路では、作成した経路に対して障害情報が掲載され、障害情報をクリックす

ると、障害情報の詳細内容が表示されます。 

 

＜経路順路表示＞ 

 

＜表示内容説明＞ 

Ｓ：出発地 

Ｅ：目的地 

１、２：通過地 

Ｄ ：Ｄ条件 

コ ：個別審査 
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＜交差点番号指定による地図の移動（交差点番号をクリック）＞ 

 

 

 

 

 

＜障害情報の詳細表示＞ 

 

 

経路順路における「障害件数」のマークをクリックすると、 

障害情報の詳細が表示されます。 

クリック 

クリック 

クリックした交差点が 

中央に表示されます。 
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＜大型車誘導区間で完結している場合＞ ※機能追加（H26年 10月） 

作成中の経路が大型車誘導区間のみで完結している間は、経路順路表示上に、以下の

メッセージが表示されます。 

「大型車誘導区間手数料対象経路です。」 

大型車誘導区間以外のスパンを選択した際に、メッセージの表示は消えます。 

なお、大型車誘導区間の表示切替方法については、本マニュアルの 24 頁を参照して

下さい。 

 

 

大型車誘導区間手数料対象経路です。 
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2-4-8 ガイドライン表示 

ガイドライン表示ボタンをクリックすると画面の左下にガイドが表示されます。 

再度、ガイドライン表示ボタンをクリックにてガイドが消去されます。 
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2-4-9 凡例表示 

凡例ボタンをクリックすると別ウインドウで凡例内容が表示されます。 

スライダーを動かすことで全ての凡例を表示できます。 

×ボタンをクリックすると凡例を消去します。 

また、凡例は、マウスによって希望位置に移動できます。 

 
 

                            スライダーを動かすこと

によって全ての凡例を表

示することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全凡例 

＜収録道路＞

高速自動車道国道・都市高速道路

一般国道

主要地方道・都道府県道・　

指定市道・市町村道

＜未収録道路＞

未収録道路

港湾道路

＜指定道路＞

重さ指定道路

高さ指定道路

重さ指定道路：高さ指定道路

＜その他 地図情報＞

ＪＲ線・私鉄

河川

＜交差点 シンボル＞

収録交差点

未収録交差点

＜経路作成＞
選択候補路線

確定経路（収録道路）

確定経路（未収録道路）

出発地

目的地

通過交差点

S

E

＜路線・地図シンボル＞

一般国道

主要地方道

都道府県道

都道府県の機関

国の機関

国道事務所

出張所

駐車場

地方整備局

１

P

１

＜経路上の算定結果＞

101

＜大型車誘導区間＞

大型車誘導区間

＜特車許可不要区間＞

特車許可不要区間

通行不可

個別審査 C条件

D条件
D

Cコ
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2-4-10 便覧表示 

便覧表示ボタンをクリックすると、別ウインドウで「道路情報便覧表示」画面が表示

されます。 

 

 

 

画面を終了させるには、右上の終了ボタンをクリックします。 

終了確認画面が表示されますので、はいボタンをクリックして終了させます。 
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1） 交差点情報 

交差点情報を知りたい交差点の場所にマウスのポインタを合わせ左クリックすると、

交差点情報が表示されます（収録交差点、及び未収録交差点の両方が選択可能です）。 

また、収録交差点の場合には、交差点詳細情報表示ボタンをクリックすると、折進

情報が表示されます。 

 

   

選択された交差点は、「桃色丸○」で表示されます。 

 

＜交差点の表示内容（収録交差点）＞ 

該当交差点の交差点情報（交差点番号、交差点名称、地先名、道路管理者名）の他に、

隣接交差点情報、及び交差点詳細情報が掲載されます。隣接交差点情報は、該当交差

点に接続する路線名称と、隣接する交差点番号が掲載されます。 
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該当交差点の交差点詳細情報（折進情報）は、該当交差点への進入方向（枝番）ごと

に、折進先の方向（折進先交差点番号）への通行条件（直（直進）、B、C、個（個別

審査））及び進入禁止の有無を、寸法による車両分類（0,Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ）ごとに表示してい

ます。 

 

 

 

 

 

＜交差点の表示内容（未収録交差点）＞ 

該当交差点の交差点情報（交差点番号、交差点名称、地先名、道路管理者名）のみが

表示されます（交差点詳細情報は表示されません）。 

 

 

 

 

 

該当交差点における 

進入方向の枝番を選択 



< 47 > 

 

2） スパン情報 

情報を知りたい橋・道路の場所にマウスのポインタをあわせ左クリックすると、ス

パン情報が表示されます。 

また、スパン詳細情報表示ボタンをクリックすると、障害情報が表示されます。 

 

   

 

選択された橋・道路は、「桃色線 」で表示されます。 
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＜スパンの表示内容（収録道路）＞ 

収録道路のスパンをクリックすると、以下の情報が表示されます。 

路線名や道路管理者名、重複路線の有無等はここで確認できます。 

また、そのスパンに含まれる障害箇所（特殊車両の通行を制限する可能性のある道路

条件）がいくつを障害種別ごとに表示します。 

 

 

「スパン詳細情報表示」ボタンをクリックすると、障害種別ごとに障害の内容が表示

されます。スパンに複数の障害が含まれる場合には、タブで切り替えて表示すること

が可能です。 
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2-4-11 経路一時保存 

経路一時保存ボタンをクリックして、作成途中の経路情報ファイル（dfz）を保存し

ます。 

 

※dfz ファイルは、本システムで作成途中の経路、または作成した経路データを保

存することができるファイル形式を示します。本システム以外でも道路情報便覧

付図表示システム（ＣＤ版便覧付図）で、入出力可能なファイル形式となっていま

す。 

 

①経路一時保存ボタンをクリックすると、保存確認のポップアップ画面が表示されま

す。保存ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

※ファイルの命名規則は以下のとおりです。 

「経路情報_YYYYMMDDhhmmss.dfz」 

→YYYY：西暦４桁、MM：月２桁、DD：日２桁、hh：時間２桁、mm：分２桁、ss：秒２桁 
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②保存先を指定して、保存ボタンをクリックして経路ファイルを保存します。 

 

 

 

※ファイルネームは変更できます 

 

※テキスト未収録を含む経路は、dfz 出力できません 
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2-4-12 経路読込 

経路読込ボタンをクリックして、使用する経路情報ファイル（dfz）の読込先を指定

して、経路情報ファイルを読み込みます。 

読み込む経路情報ファイル（dfz）としては、下記のものがあります。 

・過去に作成された経路情報ファイル（以前に「経路一時保存」にて作成したファイル） 

・道路情報便覧付図表示システムにて作成した経路情報ファイル 

 

①経路読込ボタンをクリックすると、経路情報ファイル（dfz）読込みのポップアップ

画面が表示されます。直接ファイル名を入力して、ＯＫボタンをクリックするか、

参照ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、C ドライブ直下にある user ディレクトリに保存

されている dfz ファイル「経路情報 20130303174408.dfz」

を参照する場合、下記のように表示されます。 

⇒「C:＼user＼経路情報 20130303174408.dfz」 
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②参照先を指定して、開くボタンをクリックして経路データを読込みます。 
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2-4-13 経路登録 

経路登録ボタンをクリックして、確定した経路情報を登録します。 

この操作は、経路を全て作成完了した時に行います。 

 

①経路登録ボタンをクリックします。 

 

 

②「経路一覧」画面に戻ります。 

  

ここに保存されます 

選択されている最後の交差点が目的地

交差点となり、表示が「 」に変わり

ます 
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3 経路作成画面で新しい経路を作成する 

ここでは、本システムで新しい経路を作成する際の地図画面の表示内容、及び地図

経路作成手順について説明します。 
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3-1 新しい経路の作成手順 

3-1-1 新しい経路を作成する際の経路作成フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

算定する 

経路を戻す 

 

 

出発地・目的地の設定 

 経路の算定 

 
算定条件の入力 

出発地交差点を選択 

経路自動探索を使用 

通過する交差点を選択 

あり 
経路の変更 

なし 

 経路作成終了 

経路の保存 

算定しない 

P.56 ページへ 

P.56 ページへ 

P.86 ページへ 

P.59 ページへ 

 目的地交差点を選択 
P.72 ページへ 

P.65 ページへ 

P.66 ページへ 

P.66 ページへ 
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3-1-2 新規経路作成フローに基づく経路作成手順 

出発地、通過地を入力し、目的地を設定して、通行経路図、通行経路表を作成しま

す。 

 

1） 通行条件設定 

出発地住所、目的地住所を入力、通行条件を設定します。 
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＜出発地・目的地＞ 

項目 説明 

出発地住所 

申請書の通行経路表に記載する出発地住所を入力 

（出発地の都道府県名、市町村名、地名・地番まで正しく記入） 

記入例：「埼玉県さいたま市中央区新都心２－１」 

※地番が不明な場合は「〇〇地先」でも可 

目的地住所 

申請書の通行経路表に記載する目的地住所を入力 

（目的地の都道府県名、市町村名、地名・地番まで正しく記入） 

記入例：「東京都千代田区霞が関２－１－３」 

※地番が不明な場合は「〇〇地先」でも可 

 

 

＜通行条件設定＞ 

項目 説明 

経路の算定 

経路の算定をする／しないを選択 

・する （通行条件の算定を行いながら経路を作成する。経路に

Ｃ Ｄ コ が表示される） 

・しない（通行条件を算定しない。経路に Ｃ Ｄ コ は、表示さ

れない） 

Ｃ／Ｄ条件の確認 

Ｃ／Ｄ条件箇所の確認（「算定する」を選択した場合のみ選択可能） 

・する （経路にＣ、又はＤ条件箇所があったとき、そのまま経路作成

を継続するかを確認する） 

・しない（経路にＣ、又はＤ条件箇所があったとき、そのまま経路作成

を継続するかを確認しない） 

個別審査箇所の 

確認 

個別審査箇所の確認（「算定する」を選択した場合のみ選択可能） 

・する （経路に個別審査箇所があったとき、そのまま経路作成を継続

するかを確認する） 

・しない（経路に個別審査箇所があったとき、そのまま経路作成を継続

するかを確認しない） 

申請方法の選択 

通行区分が往復／片道のいずれかを選択 

・往復（往復申請） 

・片道（片道申請） 
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2） 出発地交差点選択 

出発地の交差点にポインタをあわせ、左クリックします。 

出発地の交差点は、「収録交差点 」、「未収録交差点 」のいずれが選択できます。 

交差点選択後は、出発地の場所に マークが表示されます。 

   

 

＜参考情報１＞ 

○「収録交差点 」とは、道路情報便覧にて、折進情報が確認できる交差点です。（道

路情報便覧表示機能で交差点情報を閲覧することができます）。 

○「未収録交差点 」とは、道路情報便覧には、折進情報が掲載されていない交差点で

す。（道路情報便覧機能で、交差点情報を閲覧することができない交差点です。） 

 

地図上の出発地を探す方法としては、以下の章を参照願います。 

 

① 2-4-4 地図の移動 

 ・索引図を用いた地図移動 

 ・マウスによる地図移動 

 ・検索による地図移動 

② 2-4-5 地図の縮尺変更 

 ・マウスホイール操作による縮尺変更 

 ・スライダーによる縮尺変更 

 ・矩形指定による地図の拡大 
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3） 交差点選択（通過地） 

目的地まで、通過する交差点を順次選択し、通過地を決めていきます。 

選択可能な道路のうち、「収録道路」は「青線 」、「未収録道路」は 

「灰色線 」にて表示されます。 

 

 

 

また、選択後の経路表示方法は、以下の４パターンがあります。 

 

パターン 表示内容 

パターン１ 
条件なし（収録道路の場合は、青線 、 

未収録道路の場合は、灰色線 ） 

パターン２、３は、「通行状況設定」画面にて選択された場合のみ表示 

パターン２ Ｃ／Ｄ条件箇所（紫色線 C  D ） 

パターン３ 個別審査箇所（紫色線 コ ） 

 

パターン４ 通行不可箇所（紫色線 ） 
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＜参考情報２＞ 

 

○「収録道路」とは、道路情報便覧にて収録されている道路であり、スパン（収録交差

点間の路線単位）情報が確認できる道路です。（道路情報便覧表示機能でスパン情報

を閲覧することができます）。 

＜収録道路＞

高速自動車道国道・都市高速道路

一般国道

主要地方道・都道府県道・　

指定市道・市町村道

＜大型車誘導区間＞

大型車誘導区間

 

 

○「未収録道路」とは、道路情報便覧にて収録されていない道路であり、スパン情報が

掲載されていない道路です。（道路情報便覧機能で、スパン情報を閲覧することがで

きない道路です。） 

＜未収録道路＞

未収録道路

港湾道路
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＜パターン１＞ 

前交差点から、今回選択した交差点までが「青線 （収録道路）、または

灰色線 （未収録道路）」で表示されます。 
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＜パターン２、パターン３＞ 

Ｃ／Ｄ条件箇所、個別審査箇所の表示例を以下に記します。 

D

 

又、この時、経路確認メッセージが表示されます。そのまま、経路として使用するなら

ば、ＯＫボタンをクリックします。 

確認メッセージを以下に記します。 

 

・Ｃ／Ｄ条件箇所の確認           ・個別審査箇所の確認 

     

 

 

 

 

個別審査箇所 

Ｃ条件箇所 

Ｄ条件箇所 
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＜参考情報３＞ 

○「C 条件」とは、審査の結果、道路管理者が通行を認める際の通行条件のひとつで下

記内容に当てはまるものを指します。 

 

○「D 条件」とは、審査の結果、道路管理者が通行を認める際の通行条件のひとつで、

下記内容に当てはまるものを指します。 

 

 

○「個別審査」とは、審査の結果、道路管理者による個別の審査が必要となる区間を経

路選択したことを指します。個別審査が必要となることから、審査期間は長くなるこ

とが予想されますので、経路申請の際には御留意ください。 

 

 

通行区分 重量についての条件 寸法についての条件 

A 条件 徐行等の特別の条件を付さない。 徐行等の特別の条件を付さない。 

B 条件 徐行および連行禁止を条件とする。 徐行を条件とする。 

C 条件 

徐行、連行禁止および当該車両の前

後に誘導車を配置することを条件

とする。 

徐行および当該車両の前後に誘導

車を配置することを条件とする。 

D 条件 

徐行、連行禁止および当該車両の前

後に誘導車を配置し、かつ２車線内

に他車が通行しない状態で当該車

両が通行することを条件とする。 
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＜パターン４＞ 

通行不可箇所の表示例を以下に記します。 

 

 

又、この時、経路確認メッセージが表示されます。経路として使用しないならば、   

キャンセルボタンをクリックします。但し、経路として使用するならば、ＯＫボタン

をクリックします。 

確認メッセージを以下に記します。 

 

 

 

＜参考情報４＞ 

○「通行不可箇所」とは、申請車両において当該区間の道路は通行できないことを示し

ています。申請の際には、本区間を避けて申請するようにご留意ください。 

 

通行不可箇所 
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4） 交差点選択（目的地） 

目的地の交差点にポインタをあわせ、右クリックします。 

目的地設定の指定箇所を、マウスで左クリックします。 

    

 

          

 

目的地の場所に、 マークが表示されます。 

    

選択画面は 

左クリック 

交差点選択は右クリック 



< 66 > 

 

5） 経路登録 

確定した経路情報を登録します。 

経路登録ボタンをクリックします。 

   

 

登録完了すると、「経路一覧」画面に戻ります。 

 

 

 

以上で、経路情報の登録は完了します。 

登録された経路 
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3-1-3 その他便利な操作 

 

1） 交差点選択（折り返し） 

直接、右・左折できない経路に対して、先の交差点で折り返して目的の方向へ行く経路

指定を作成します。 

 

＜折り返し経路の説明経路地図＞ 

 

 

※①と②は同一道路の上り車線・下り車線が別となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

③ 

② 

＜経路作成について＞ 

①の道路から直接③の道路へは、 

行くことはできない（右折不可）ので、 

②の経路の先の交差点で折り返して、 

③の道へ行くように通行経路作成を行う。 

折り返し地点 
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＜折り返し経路作成手順＞ 

 

①折り返し地点の交差点にポインタを合わせ、マウスで左クリックします。 

表示された「選択」画面より、「選択交差点で折り返す」をクリックします。 

   

             

 

②折り返し交差点が設定されます。 

  

①の操作 

折り返し交差点 

選択画面は 

左クリック 

交差点選択は右クリック 
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③折り返し先の経路（③の道路）を指定します。 

次選択候補交差点にポインタをあわせ、左クリックします。 

前交差点から、今回選択した交差点までが「青線 」で表示されます。 

   

 

 

④曲がり先の経路（③の道路）を指定します。 

次選択候補交差点にポインタをあわせ、左クリックします。 

前交差点から、今回選択した交差点までが「灰色線 （選択路線が未収

録道路）」で表示されます。 

   

 

 

②の操作 

③の操作 
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2） 手入力区間（交差点番号のない道路情報便覧付図未登録道路）の入力 

地図上に表示がなく、交差点番号のない道路や交差点を入力したい場合は、手入力区

間入力機能を用います。 

①手入力区間の入力をするために、手入力区間の最初の交差点にポインタをあわせ、

マウスで右クリックします。表示された「選択」画面より、「選択交差点から手入力

区間を入力する」を左クリックします。 

   

 

 

 

 

 

 

 ②手入力区間の最初の交差点に、 マークが付きます。 

  

交差点選択は右クリック 

選択画面は左クリック 
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③未入力道路の最後の交差点にポインタをあわせ、マウスで左クリックします。 

「手入力経路」画面に「路線名称」を入力し、登録ボタンをクリックします。 

   

         

 

④手入力区間の最後の交差点に、 マークが付きます。 
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3） Undo 機能 

確定経路を、戻す機能として、以下の２パターンがあります。 

パターン 機能概要 

１ 確定した経路を１区間戻す（１交差点間） 

２ 指定した交差点までの経路すべてを戻す（複数交差点間） 

 

＜Ｕｎｄｏ機能操作説明地図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数交差点間戻し 

１交差点間戻し 



< 73 > 

 

＜パターン１＞ 

①任意の交差点にポインタを合わせ、マウスで右クリックします。 

「選択」画面より、「経路を１区間戻す」をクリックします。 

   

          

 

 

②１区間戻ります。 

（「青線 」から、「桃色線 」に戻ります） 

  

 

交差点選択は右クリック 

選択画面は 

左クリック 
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＜パターン２＞ 

①経路を戻したい最初の交差点にポインタを合わせ、マウスで右クリックします。 

「選択」画面より、「選択交差点まで経路を戻す」を左クリックします。 

   

 

 

 

②指定された範囲の区間が経路指定より外れます。 

（「青線 」から、「桃色線 」に戻ります） 

 

 

交差点選択は右クリック 

選択画面は左クリック 
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4 地図画面で経路修正を行う 

 

ここでは、申請する経路の修正作成方法について説明します。 

 

4-1 通行経路修正（二点間修正） 

 

4-1-1 二点間修正の修正フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正したい経路の開始交差点を指定 

修正したい経路の終了交差点を指定 

修正したい開始交差点・終了交差点間の 

経路を指定 

経路登録 

通行経路で途中経路を修正する必要がある 

出発地・目的地が指定されている 
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4-1-2 二点間修正の修正手順 

確定された、経路の一部区間を別経路に修正します。 

 

1） 修正したい開始交差点の指定 

修正したい経路の開始交差点にポインタを合わせ、マウスで右クリックします。 

「選択」画面より、「選択交差点から二点間修正を行う」を左クリックします。 

   

       

 

開始交差点に マークが表示されます。 

  

 

交差点選択は右クリック 

選択画面は左クリック 

修正開始交差点 
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2） 修正したい終了交差点の指定 

修正したい経路の終了交差点にポインタをあわせ、マウスで左クリックします。 

終了交差点に マークが表示されます。 

開始交差点から終了交差点までの経路が、経路指定可能状態になります。 

   

 

 

この後は、「交差点選択機能（通過地）」（詳細説明は P.59 ページ）と同じ操作で、

開始交差点と終了交差点間を繋ぎます。（出発地側の修正開始交差点から、通過交差点

を選択、経路を作成し、目的地側の修正終了交差点を選択するまで経路を作成します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正終了交差点 

修正開始交差点 
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4-2 通行経路修正（不連続箇所の修正） 

 

過去に作成した経路を再利用しようとする場合、道路情報便覧が更新されたことに

より、経路が不連続になることがあります。その場合、経路修正が必要となります。

以下では、不連続箇所がある場合の修正方法について、説明します。 

 

以下の地図画面は、過去に使用した経路図を示します。 

手順は、この経路情報が道路情報便覧の更新により、経路の一部が不連続になって

いる場合の対応方法となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経路不連続 

１年前の経路作成 

道路情報便覧更新後

の経路表示 

 

道路情報便覧更新前

の経路表示 
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4-2-1 不連続箇所修正の修正手順 

不連続箇所がある場合、経路不連続通知がありますので、承諾した上で、経路を修正

します。不連続箇所の経路の修正方法は、不連続になっている区間の経路を修正するた

めに経路選択します。 

 

1） 不連続経路の修正 

①以前使用した経路情報を呼び出すと、不連続の経路があることを示すメッセージ画面

「経路不連続通知」が表示されます。当該不連続経路の修正を行なうので、不連続箇

所修正ボタンをクリックします。 
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②経路に不連続箇所がある地図が表示されます。 

 不連続箇所は、 マークで経路がない区間を示します。 

 

 

この後は、「通行経路修正（二点間修正）」（詳細説明は P.75 ページ）と同じ操作で、

不連続箇所の交差点間を繋ぎます。（出発地側の修正開始交差点から、通過交差点を選

択、経路を作成し、目的地側の修正終了交差点を選択するまで経路を作成します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不連続箇所 
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4-3 通行経路修正（更新申請時の経路不連続） 

 

4-3-1 更新申請時に経路不連続が生じる場合の経路作成フロー 

 

 

 

 

 

 

申請・各種情報入力選択画面 

警告メッセージを確認 

（経路不連続箇所ありの場合） 

提出先窓口を指定 

経路一覧画面 

（経路不連続ありの整理番号の 

チェックボックスを選択） 「登録」ボタンを押す 

 

経路登録 

 

経路情報入力（デジタル地図） 

申請書入力 

申請種類選択（更新申請） 

 

申請日、通行開始日・終了日を修正 

（通行開始日は前回申請の有効期限の翌日） 

申請・各種情報入力選択画面 

警告メッセージがないことを確認 

（経路不連続箇所ありの場合） 

 

申請書作成予約 

不連続箇所修正を修正 
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4-3-2 更新申請時に経路不連続区間がある場合の対応手順 

平成 31 年 3 月システム改修により、更新申請で経路不連続が存在する場合には経路

不連続をすべて修正するまで申請書作成予約登録ボタンが押せません。 

更新申請の前回申請から経路不連続が生じる場合には、警告のメッセージが表示され

ますので、メッセージの内容をもとに、通行経路の不連続箇所を修正してください。 

 

 

 

経路一覧画面では、前回申請の経路入力情報から経路不連続区間が発生した経路のみ、

選択区分がチェックボックスが表示されます。不連続区間なしの経路については、経路

を編集することは認められておりません。 

 

ボタンは非活性

不連続箇所 
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なお、更新申請における経路不連続の修正を行う際に経路一覧画面では下記の項目が

選択できません。（実行ボタンが非活性となります。） 

 

NO 更新申請で経路修正を行う際に利用できない機能 

1 次経路入力 

2 経路コピー 

3 住所修正 

4 経路削除 

 

●不連続経路の修正手順は「4-2 通行経路修正（不連続箇所の修正）」をご参照下さい。 

 

経路不連続区間を修正後に、登録ボタンを押下してください。 

申請・各種情報入力選択画面に遷移した際に警告メッセージが表示されていないこと

を確認してください。 

※なお、不連続区間あり経路については再度修正を行うことが可能です。 

 

この状態で、申請書作成予約登録ボタンが活性化されますので、申請書作成予約登録

ボタンを押下して、申請書作成予約を行ってください。 
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5 経路自動探索によって経路を作成する 

 

ここでは、申請する経路が自動的に探索される機能について説明します。 
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5-1 経路自動探索機能を用いた経路の作成手順 

5-1-1 経路自動探索機能を用いた経路作成フロー 

 

 

 

 

 

 

通過交差点の指定 

 

開始交差点・終了交差点の指定 

地図上に４経路表示 

算定条件表示 

 

【条件設定】 

有料道路優先、または一般道路優先指定 

「経路自動探索」ボタンを押す 

 

申請経路確定 

 

経路探索 

P.92 ページへ

へ 

P.96 ページへ 

P.98ページへ 

次経路入力（新規作成） 

出発地・目的地の設定 

経路作成機能で経路作成 

（出発地周辺の未収録道路の経路選択等） 

P.101 ページへ 

【４経路からの経路選択】 

４経路の表示・非表示、算定情報の表示 

経路作成機能で経路作成 

（目的地周辺の未収録道路の経路選択等） 

経路登録 

 

経路選択 

 

P.88、P.90 ページへ

へ 

P.102 ページへ 

P.100 ページへ 
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5-1-2 経路自動探索機能を用いた経路作成手順 

出発地・目的地を指定して、走行経路を自動作成します。 

本システムでは、走行経路の探索機能として、下記４条件による経路を作成します。 

 

① 大型車誘導区間を優先した経路 

大型車誘導区間をできるだけ優先した経路ですが、大型車誘導区間のみで完

結できない場合があります。 

 

② 個別審査を回避した経路 

個別審査（道路管理者間の協議）をできるだけ回避した経路ですが、回避し

きれず個別審査が生じる場合があります。 

 

③ 個別審査及び夜間条件を回避した経路 

個別審査（道路管理者間の協議）や重量Ｄ条件（夜間通行）をできるだけ回

避した経路ですが、回避しきれず個別審査、重量Ｄ条件が生じる場合があります。 

 

④ 距離が最短となる経路 

最短経路ですが、個別審査（道路管理者間の協議）や、ＣＤ等の通行条件が

生じる場合があります。 

 

①～④の経路では、いずれの場合も出発地から目的地までの距離、特殊車両が走行し

やすい道路（指定道路等）、走行距離が最短となる道路を考慮して経路を探索します。 

 

【ご注意ください】 

②および③については、申請車両に対し車両諸元が近似する車両をシステム内で

自動判別し、判別した仮の車両に対する通行条件（個別審査、重量Ｄ条件）を考慮

した結果です。 

この仮車両に対する算定結果は、申請する車両のものとは異なる可能性があるた

め、「算定情報の表示」や申請データ作成後の簡易算定機能によって、実際の通行

条件をご確認ください。 
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 なお、走行経路を作成する際に、下記情報を付加することができます。 

 

● 通過地交差点（最大１０箇所） 

・・・出発地から目的地までの経路の途中において、通過したい交差点を指定で

きます。（P.92 ページ参照） 

 

● 有料道路優先／一般道路優先 

・・・出発地から目的地までの経路において、有料道路を優先して走行、または

一般道路を優先して走行のいずれかを条件として指定できます。（P.101 ペ

ージ参照） 

 

● 算定情報の表示（算定情報を地図上に表示するか否かを指定） 

・・・出発地から目的地までの経路おいて、実際の申請車両に基づいた算定結果

を表示したい場合に、指定できます。（P.102 ページ参照） 

 

 

【ご注意ください】 

開始交差点、または終了交差点に未収録交差点を指定した場合、指定した未収録

交差点からの経路が最も短い位置にある収録交差点までの最短距離を計算し、当該

収録交差点から経路探索を行います。 

 

 

＜経路自動探索機能の上手な使い方＞ 

出発地、目的地付近の未収録経路は個別審査対象となりますので、経路自動探索

機能を使用する際には、出発地・目的地付近の収録交差点を予め通過地として指定

することをお勧めします。 
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1） 開始交差点の選択 

① 経路探索の出発地となる交差点について、地図上で交差点にポインタをあわせ、右

クリックします。 

※出発地の交差点は、「収録交差点 」または「未収録交差点 」を選択できます。 

② ポインタの位置に選択画面が表示されるので、「開始交差点に設定」を左クリック

します。 

 

 

 

 

 

【ご注意ください】 

（開始交差点に「未収録交差点 」を選択した場合） 

開始交差点に未収録交差点を指定した場合、指定した未収録交差点から最も近い

収録交差点までの最短距離を計算し、経路探索を行います。 

 

交差点選択は右クリック 

選択画面は 

左クリック 

この「経路自動探索」画面は、下記条件にて表示されます 

・「＋」ボタンをクリック 

・ 地図上で出発地を決定 
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③ 開始交差点の位置に マークが表示されます。 

 

 

 

※ 交差点番号は「経路自動探索」画面の「開始交差点」等のテキストボックス内に

10 桁の交差点番号を直接入力し、指定することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

開始交差点の番号と名称が表示されます 

出発地 
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2） 終了交差点の選択 

① 経路探索の目的地とする交差点に対して、地図上でポインタをあわせ、右クリック

します。 

※出発地の交差点は、「収録交差点 」または「未収録交差点 」を選択できます。 

② ポインタの位置に選択画面が表示されるので、「終了交差点に設定」を左クリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

交差点選択は右クリック 

選択画面は 

左クリック 
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③目的地の場所に、 マークが表示されます。 

 

 

 

 

【ご注意ください】 

（終了交差点に「未収録交差点 」を選択した場合） 

終了交差点に未収録交差点を指定した場合、指定した未収録交差点から最も近い

収録交差点までを経路探索を行います。 

 

 

目的地 

目的地が反映される 
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3） 通過地交差点の選択 

開始交差点から終了交差点の経路において、通過したい交差点を指定することがで

きます。 

通過地として指定できる交差点は、最大１０箇所までです。 

 

① 地図上で通過地とする交差点を右クリックします。 

② 選択画面が表示されるので、「通過地として追加」を左クリックします。 

 

 

 

 

 

【ご注意ください】 

未収録交差点を含む経路自動探索はできません。 

未収録交差点を通過したい場合は、出発地から目的地までの経路自動探索後、二

点間修正の方法で修正してください。（詳細は、「11）経路探索を用いた確定済み

経路の修正」（P.110 ページ）における手動経路修正を行ってください。） 

 

交差点選択は右クリック 

選択画面は 

左クリック 
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②通過地の場所に、 T マークが表示されます。 

 

 

 

他にも通過地を追加したい場合は、上記と同様の手順で交差点を指定します。 

通過地 

通過地が反映される 
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（ダイアログ画面上での通過地の追加） 

 「申請経路自動探索」画面の通過地追加ボタンをクリックして、直接交差点番号を入

力することもできます。 

 

  

 

 

 

 （通過地の順序入れ替え・削除） 

 

＜通過地の入れ替え＞ 

①通過地の通過順序を入れ替えしたい場合、通過地の交差点名称右横にある↑ ↓ボ

タンをクリックして、通過地を入れ替えることができます。 

 

   

通過地追加ボタンをクリック 
通過地の入力するためのテキストボックスが

追加された後、直接交差点番号を入力 

上下ボタンで

入替え 
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＜通過地の削除＞ 

① 削除したい通過地の右横にある削除ボタンをクリックすることで、通過地を削除で

きます。 

   

 

通過地を削除すると、地図上の T マークも削除されます。 

 

 

 

削除対象 
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4） 経路探索 

① 経路探索ボタンをクリックし、指定した開始交差点、終了交差点までの経路を探索

します。 

 

 

 

 

 

② 探索中は、経路探索を実行中であることを示すメッセージが表示されますので、暫

くお待ちください。（４経路の探索が終了すると、探索結果が表示されます） 

 

 
0/4 経路完了

 
1/4 経路完了  

2/4 経路完了  
3/4 経路完了
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③ 探索結果の４経路が地図上に表示されます。 

  あわせて経路上の算定結果の説明である「算定結果表示凡例」が表示されます。 

 

 

 
 

大型車誘導区間を優先した経路

 

 

 

 

距離が最短となる経路

個別審査を回避した経路

個別審査及び夜間条件を回避した経路

※生成した経路は大型車誘導区間で完結しています

 

 

  

 
 

大型車誘導区間を優先した経路

 

 

 

 

距離が最短となる経路

個別審査を回避した経路

個別審査及び夜間条件を回避した経路

※生成した経路は大型車誘導区間で完結しています

  

 

 

【ご注意ください】 

４つの経路のうち、経路探索結果が経路上で重なっているスパンは、上から「大

型車誘導区間を優先した経路」、「個別審査を回避した経路」、「個別審査及び夜

間条件を回避した経路」、「距離が最短となる経路」の順に表示されます。 

 

経路探索結果で表示される４経路は、申請車両から分類した仮の車両を基に、通

行条件や通行規制を作成しています。 

地図上で表示される算定結果は、実際の申請車両を基に結果を表示しています。 
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5） 申請経路選択 

① ４経路の右側に表示されている「経路選択」ボタンのうち、申請経路とする経路の

「経路選択」ボタンを左クリックし、申請する経路を選択します。 

 

 

 

 
 

大型車誘導区間を優先した経路

 

 

 

 

距離が最短となる経路

個別審査を回避した経路

個別審査及び夜間条件を回避した経路

※生成した経路は大型車誘導区間で完結しています

 

 

 

 

 
 

大型車誘導区間を優先した経路

 

 

 

 

距離が最短となる経路

個別審査を回避した経路

個別審査及び夜間条件を回避した経路

※生成した経路は大型車誘導区間で完結しています

 

 

 

探索された４つの経路は、「経路選択」ボタンの左にあるチェックボックスで表示・

非表示の切替ができます。探索された経路が重なってしまった場合等は、表示する経

路を切り替えて確認してください。 

 

※ なお、大型車誘導区間を優先した経路においては、生成した経路が大型車誘導区

間で完結しているか否かを、赤字でメッセージが表示されます。 

 

４つの経路から 

1 経路を選択 
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なお、ボタンをクリックした時は、下記のような確認のポップアップ画面が表示さ

れます。処理を続行するには、ＯＫボタンをクリックしてください。 

 

処理名 処理毎の確認画面 

大型車誘導区間を優先した経路 

 

大型車誘導区間を優先した経路

 

個別審査を回避した経路 

 

個別審査及び夜間条件を回避した経路 

 

距離が最短となる経路 
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6） 申請経路確定 

①申請経路確定ボタンをクリックして、経路自動作成処理を終了します。 
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7） 有料道路優先／一般道路優先指定 

①通行経路として、有料道路の通行を優先するか、一般道路の通行を優先するかを選

択し、「経路探索」を実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２つのうち、いずれかを選択 
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8） 算定情報の表示 

① 経路上に実際の申請車両に対する算定情報を表示する場合、チェックボックスにレ

をいれます。 

② 経路自動探索後、しばらくして地図上に算定情報が表示されます。 

 

＜「算定条件を表示する」例＞ 

 

 

 
 

大型車誘導区間を優先した経路

 

 

 

 

距離が最短となる経路

個別審査を回避した経路

個別審査及び夜間条件を回避した経路

※生成した経路は大型車誘導区間で完結しています

 

 

 

【ご注意ください】 

本機能では、４経路それぞれの算定情報が表示されますので、経路表示の切替を

行った上で、算定情報を確認するようにしてください。（1 経路ずつ表示して、算

定情報を確認するとわかりやすいです） 

 

 

算定条件あり 



< 103 > 

9） 開始・終了交差点の入れ替え 

作成済みの経路を逆順で申請する場合等に、経由地を含む開始交差点から終了交差

点までの交差点番号の順序を入れ替えることができます。 

本機能は開始交差点と終了交差点の両方が入力されている状態でのみ実行できま

す。 

 

① 開始終了交差点入替ボタンをクリックします。 

 

＜開始交差点、終了交差点の入れ替え前＞ 

 

 

 
 

大型車誘導区間を優先した経路

 

 

 

 

距離が最短となる経路

個別審査を回避した経路

個別審査及び夜間条件を回避した経路

※生成した経路は大型車誘導区間で完結しています

 

 

 

 

【ご注意ください】 

本機能を実行すると、経路自動探索済みの経路はクリアされます。 
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② 確認画面が表示されるので、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

 

 
 

大型車誘導区間を優先した経路

 

 

 

 

距離が最短となる経路

個別審査を回避した経路

個別審査及び夜間条件を回避した経路

※生成した経路は大型車誘導区間で完結しています
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③ 開始交差点から終了交差点までの交差点番号の通過順が逆順となります。 
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10） 経路途中からの経路自動探索 

経路作成機能で経路を途中まで作成し、途中から経路自動探索をすることができま

す。 

 

① 経路作成途中の状態で「経路自動探索」ボタンをクリックします。 

 

 

 

経路を途中まで作成

した状態 
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② 経路自動探索画面が表示されます。 

  このとき、地図上では途中まで作成した経路のうち、最初と最後に選択した交差点

番号が経路自動探索画面に表示されます。 

 

 

 

途中まで作成した経路のうち 

最初に指定した交差点は 

マークが暗く表示されます 

途中まで作成した経路のうち 

最後に指定した交差点は 

マークが通常通りに表示されます 

途中まで作成した経路のうち 

最後に指定した交差点 
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③ 終了交差点や通過地（１０箇所まで）を指定し、経路探索を実行します。 

（経路探索時には、「有料道路優先」、または「一般道路優先」のいずれかを設定し

ます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了交差点、通過地を設定 

経路探索を実行 
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④ ４経路が表示されます。 

４経路の右側に表示されている「経路選択」ボタンのうち、申請経路とする経路の

「経路選択」ボタンを左クリックし、申請する経路を選択します。その後、「申請経

路確定」をクリックします。 

 

 

 

 
 

大型車誘導区間を優先した経路

 

 

 

 

距離が最短となる経路

個別審査を回避した経路

個別審査及び夜間条件を回避した経路

※生成した経路は大型車誘導区間で完結しています

 

申請経路として選択する経路をクリック 

申請経路確定をクリック 
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11） 経路探索を用いた確定済み経路の修正 

申請経路として選択した経路を修正する場合、経路探索によって経路を修正できます。 

 

【ご注意ください】 

本機能は、経路自動探索によって選択した後、または、「経路一覧」画面から「次

経路入力」を実行し、地図入力画面において二点間修正を行う際に使用できます。 

 

 

① 申請経路として選択済みの経路上の任意の収録交差点を右クリックし、修正区間の

起点となる「自動経路修正開始」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

自動経路修正開始をクリック 

交差点選択は右クリック 

選択画面は 

左クリック 
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② 選択済みの経路上の任意の収録交差点を右クリックし、修正区間の終点となる「経

路修正終了交差点選択」をクリックします。 

 

 

 

 

 探索中は、経路探索を実行中であることを示すメッセージが表示されますので、暫く 

お待ちください。（４経路の探索が終了すると、探索結果が表示されます） 

 

 
0/4 経路完了

 
1/4 経路完了  

2/4 経路完了  
3/4 経路完了

 

   

 

 

 

選択した交差点に、「二点間修正」の開始交差点

を示すはさみマークが地図上に表示されます 

交差点選択は右クリック 

選択画面は左クリック 

経路修正終了交差点選択を 

クリック 
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③ 修正経路を回避した４経路が地図上に表示されます。二点間修正範囲外の経路は青

色で表示されます。 

 

 

 
 

大型車誘導区間を優先した経路

 

 

 

 

距離が最短となる経路

個別審査を回避した経路

個別審査及び夜間条件を回避した経路

※生成した経路は大型車誘導区間で完結しています

 

 

④ ４経路の右側に表示されている「経路選択」ボタンのうち、修正経路とする経路の

「経路選択」ボタンを左クリックし、申請する経路を選択します。 

 

 

 
 

大型車誘導区間を優先した経路

 

 

 

 

距離が最短となる経路

個別審査を回避した経路

個別審査及び夜間条件を回避した経路

※生成した経路は大型車誘導区間で完結しています

 

 

選択した交差点に、「二点間修正」の終了交差点

を示すはさみマークが地図上に表示されます 
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6 経路情報ファイル（dfz）を読み込む 

 

ここでは、経路情報ファイル（dfz）を読み込んで経路情報を作成する方法について

説明します。 

 

6-1 経路情報ファイル（dfz）読み込みを用いた経路作成手順 

読み込む経路情報ファイル（dfz）としては、下記のものがあります。 

 

・以前に「経路一時保存」にて保存した経路情報ファイル 

・道路情報便覧表示システムにて作成した経路情報ファイル 

 

経路情報ファイル（dfz）を用いることにより、経路作成の作業が時間短縮できます。 
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6-1-1 経路情報ファイル（dfz）の読み込み 

過去に作成した経路を利用する場合、経路情報ファイル（dfz）を読み込みます。 

 

1） 経路情報ファイル（dfz）の読み込み 

経路読込ボタンをクリックすると、経路情報ファイル（dfz）読込のポップアップ画面

が表示されます。直接ファイル名を入力して、ＯＫボタンをクリックするか、参照ボ

タンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、C ドライブ直下にある user ディレクトリに保存

されている dfz ファイル「経路情報 20130303174408.dfz」

を参照する場合、下記のように表示されます。 

⇒「C:＼user＼経路情報 20130303174408.dfz」 
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2） 経路情報ファイル（dfz）の参照先の設定 

参照先を指定して、開くボタンをクリックして経路データを読み込みます。 
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7 申請用経路図（PDF）を作成する 

 

ここでは、申請用経路図の予約、登録する方法、及び PDF ファイルのダウンロード

する方法について説明します。 

7-1 経路図作成手順 

7-1-1 経路図 PDF 作成・入手フロー 

 

 

 

経路図作成一覧ボタン 

経路図作成完了 

 経路図作成予約 

 全経路図の登録 

 申請書予約作成 

 申請データ保存登録 

 申請支援システムメニュー 

 

作成した経路図（PDF ファイル）をダウンロード 

をクリック 
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7-1-2 経路図印刷登録予約手順 

 申請用経路図作成予約を行います。 

 

1） 経路図作成予約 

①全経路の作成完了後、経路図作成予約を行うために経路図作成予約ボタンをクリック

します。 

 

 

②「経路図作成予約受付情報」画面が表示されますので、経路図予約番号を控えて   

経路一覧へ戻るボタンをクリックします。 

 

「経路一覧」画面が表示されます。 

9999999999-200305020202522 

経路図予約番号 
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2） 全経路図の登録 

①全経路図を登録するために、登録ボタンをクリックします。 

 

 

②登録確認のポップアップ画面が表示されるので、ＯＫボタンをクリックします。 

 

 

「申請・各種情報入力選択」画面が表示されます。 
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3） 申請書予約作成 

①申請番号を控えて、申請書予約作成登録ボタンをクリックします。 

 

 

 

②「申請書作成予約受付情報」画面が表示されます。 

申請書作成予約が完了したことを確認し、申請データを保存する為に、保存終了ボタ

ンをクリックします。（本画面にて、経路図作成予約もできます。） 

 

「申請ＦＤ／一時保存ファイル 作成処理」画面が表示されます。 

 

 

9999999999 

9999999999 
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4） 申請データ保存登録 

①左上の「申請データの保存」にポインタを合わせて左クリックします。 

 

 

②申請データ格納用のポップアップ画面が表示されるので、、保存ボタンをクリックし

ます。 
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③格納先を指定して、保存ボタンをクリックして申請データを保存します。 
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④保存後、入力を終了するボタンをクリックします。 

申請情報入力終了のポップアップ画面が表示されるので、ＯＫボタンをクリックしま

す。 

 

 

「申請支援システム」画面が表示されます。 
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5） 作成した経路図（PDF ファイル）をダウンロード 

①申請支援システム TOP 画面より、経路図作成状況一覧ボタンをクリックします。 

 

 

②該当する予約番号から、ダウンロードボタンをクリックし、経路図 PDF ファイルを

ダウンロードします。 

 

 

以上で、経路図 PDF ファイルが PC にダウンロードできます。経路図 PDF ファイル

の出力例を次ページに示します。 

 

※経路図作成で出力される背景地図は、特車背景地図のみです（画面の背景地図が

Google マップ* でも、経路図は特車背景地図で出力されます）。 

 

※出力される経路図の縮尺は 30 万分の 1 です（変更できません） 

 

9999999999- 
20030502020252

2 
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＜経路図 PDF 出力例＞ 
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8 地図画面の PDF ファイルを作成する 

 

ここでは、地図画面に表示されている地図表示内容を PDF ファイルにする方法を説

明します。 

 

8-1 画面 PDF ファイル作成 

8-1-1 画面 PDF ファイル作成手順 

 

1） 画面 PDF ファイルの作成 

①PDF ファイルに出力したい地図を画面に表示します。 

次に画面 PDF ボタンをクリックすると、経路図 PDF ファイルを格納するためのポッ

プアップ画面が表示されます。保存ボタンをクリックします。 
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②保存先を指定して、保存ボタンをクリックして画面 PDF ファイルを保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、経路図 PDF ファイルが PC にダウンロードできます。画面 PDF ファイルの

出力例を次ページに示します。 

 

※画面 PDF 作成で出力される背景地図は、特車背景地図のみです（画面の背景地図が

Google マップ* でも、画面 PDF は特車背景地図で出力されます）。 
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＜画面 PDF 出力例＞ 

 

 

＜参考情報＞ 

画面 PDF を作成する方法として、ブラウザ（Internet Explorer* ）の印刷機能を用い

て PDF 化、または印刷することが可能です。以下では、出力方法について説明します。 

 

①メニューバーにあるファイルボタンから印刷をクリック 
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②プリンターの選択から、用途に応じたプリンタを選択し、印刷ボタンをクリック

する（PC の環境設定内容によって、選択できるプリンタは異なります） 

 

（出力用途と選択できるプリンタ） 

○PDF ファイル作成→「Adobe* PDF」と表示されている PDF 作成ソフト 

○印刷出力     →接続したプリンタ 

 

 

以下が出力した画面イメージです。 
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※ブラウザの印刷機能を用いて地図画面をPDF化するには、Adobe Acrobat* 等のPDF

作成ソフトがご利用の PC にインストールされている必要があります。 

 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

本マニュアルに関わるお問い合わせは、下記までお願いします。 

 

国土交通省 関東地方整備局 特車運用事務局 

E メール：ktr-tokusya-info@mlit.go.jp 

TEL：048-601-3223 

（電話受付時間： 開庁日 9：15～18：00 （12：00～13：00 を除く）） 
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